
























































































さんは地域の障がい者をたずね、インタビューを重ねていった。四〇年たっても忘れられな 九さんの言葉がある。それは「なぜ人は 障がい者を都心から排除するか？人は皆、歳をとれば障がいを持つのに」である これは、 当時の高校生の心をゆさぶるに十分 力が った。「ああ、 この人のようになりたい！」僕は心からそう願ったが、 叶うはずもない 田舎 一高校生の只の 「たわごと」だ。赤面症を直すために演劇部に入った一六歳が、テレビに出るなんて・・・ （今回 その後 エピソード
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だ、と。その時、段差につまずいたのか、その子が廊下にバタリと倒れた。当然僕は台車を止め「大丈夫？」と手を差しのべる その瞬間！「手 貸さ いで！こは自分で立てます！」という声が、バラシの騒 しい空間を切りさく一本の矢のように飛んできて僕に突きささった。たぶん物かげから 子を見守っ いた支援員が発したものだろう。そ 子はまるで夢から覚めたようにその場に立ち上がり、去って った。 「手を貸さないで！」 ・・・この言葉は僕の心に、一本 とげとなっていつまでも残った。困った人がいたら手を貸す いう行動をあたりまえと て僕 育ったのだ。障がいを持つ人たちと、どう関わっていく が正解なんだろう・・・。
だから受講生に「金田一先生の授業って障がい者教育










チャレンジキャンパスさっぽろへと向かった。おどろいたのは（三階建て一棟借りだけでなく）その立地条件だ。町はずれではない、地下鉄東札幌駅徒歩五分の、町の中である。施設、いや「学校」のまわりの商店街の皆さんの協力体制もすごい。障がいを持った生徒たちは昼、隣の総菜屋さん、ななめむかいのコ ビニやパン屋さんへとそれぞれ買い物に行く。買いすぎてお金が足りなくなったり、困った行動があったりした場合、キチンと学校に連絡が入る。それ 苦情 く 一緒に子どもたちを育てる、地域 目であった。僕 不登校の中・高校




も、かなり反対があったにちが ないと思い施設長 小沢さんに聞いたのだ。 「いやここは最初から優しく迎えてくれたんですよ。地域的に田舎だからかな？」と言っていたが、 東札幌は十分に都会だ。ま とにラッキーな、希有な例と言うほ はない。
特筆すべきは隣のお総菜屋さんだ。若いスタッフが買
い物に行くと 「あん はまだ結婚前だ 栄養をつけて」と一品多く渡される。 「講師のお弁当だ」 と言うとだまってカボチャの煮つけのサービスだ。そう、施設 まわりの商店街が応援団なのだ。ボランティアで呼ばれた僕は、しっかりとここの満腹 お弁当に胃袋をつかまれている。
さて、演劇の取り組みに話を戻そう。第一回の公演作
品に選んだのは小学校の教科書にも載っている「三年とうげ」だ。群読の形式を り、上演時間も十分ほどなで、初めてチャレンジする作品 しては っ こ だと思った。
ただどんなに短くても演劇であるからにはセリフをお
ぼえるだけではなく、相手に、客席に届けなければならない。相手役との台詞のやりとりを行わなければならない・・・のだが、正直、ここが最初の難関だった。苦手なのだ。人と会話する「間合い」と、 「距離感を保つ」 、 「リアクションを表に出す」という と ！
ここからスタートだった。目と目が合ったら挨拶をす
る。挨拶から会話 つく 。相手に思いを、 声を届ける。いつのまにか僕 口調は、高校時代、赤面症を直すために一生懸命になってくれた先輩のそれ 同じになっていた。
熱心な支援員の皆さんの協力もあり、第一回の公演は
無事に終わった。気を良くしたスタッフは、次はもっと長い作品を、という思いを伝え きた そこで、第二回は僕の脚本・演出の「野良犬たちのブルース」 決定したのだが、上演時間は 気に四五分だ。歌も、つい に舞台装置も作らなければならない 出来るのか？健常者が一〇分で覚えられる台詞に二日もかかる生徒 ちに、はたして・・・
今までになくきびしい稽古が始まった。 「台詞は明確
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みにふれなければならない。昨年一二月に上演した、なんと一時間超の（歌あり踊りありの！）ミュージカル、「おーい！ともだち！」 である。 松野正子さん作の絵本 「こぎつねコンとこだぬきポン」をもとに、人はなぜ争うのか、 健常、 障がい者をなぜ分けるのか、 という思いを「最初はひと の大陸だった」という歌に せてつづった長編である。
もとより劇団四季のような作品づくりはめざしていな
い（しかし四季には出来ない作品を作ってやろうと思った） 。ただ、前回の公演から賞味九ヶ月を切った中で、歌、台詞、踊りありの新作が出来るのか？ 品づくりあせって、うまく行かな った前回の轍を踏んではならない。
週一回、一時間半の僕の時間だけではどうやっても足












はどこで、いつ生まれたのか。その思い コトバとなって、 誰のもとへ届けら る きびし 練習の中で 「他者とコミュニケートす 」楽しさが伝われば。そして演劇づくりの経験が、荒波の社会へと旅立 く彼ら彼女らの、何らかの栄養 なれば― う思って る。
